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社 会 保 障

問題 49　「国立社会保障・人口問題研究所の人口推計」に関する次の記述のうち，正

しいものを 1 つ選びなさい。

1　2020 年から 2045 年にかけて， 0～14 歳人口は増加する。

2　2020 年から 2045 年にかけて，高齢化率は上昇する。

3　2020 年から 2045 年にかけて，15～64 歳人口は増加する。

4　65 歳以上人口は，2045 年には 5,000 万人を超えている。

5　2020 年から 2045 年にかけて，総人口は半減する。

（注）　「国立社会保障・人口問題研究所の人口推計」とは，「日本の将来推計人口（令和 

5 年推計）」の出生中位（死亡中位）の仮定の場合を指す。

問題 50　出産・育児に係る社会保障の給付等に関する次の記述のうち，最も適切な

ものを 1 つ選びなさい。

1　「産前産後期間」の間は，国民年金保険料を納付することを要しない。

2　出産育児一時金は，産前産後休業中の所得保障のために支給される。

3　育児休業給付金は，最長で子が 3歳に達するまで支給される。

4　児童手当の費用は，国と地方自治体が折半して負担する。

5　児童扶養手当の月額は，第 1子の額よりも，第 2子以降の加算額の方が高い。

（注）　「産前産後期間」とは，国民年金の第 1号被保険者の出産予定日又は出産日が属

する月の前月から 4か月間（多胎妊娠の場合は，出産予定日又は出産日が属する

月の 3月前から 6か月間）を指す。
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問題 51　社会保険の負担に関する次の記述のうち，最も適切なものを 1 つ選びなさ

い。

1　国民年金の第 1号被保険者の月々の保険料は，その月の収入に応じて決まる。

2　介護保険の保険料は，都道府県ごとに決められる。

3　後期高齢者医療の保険料は，全国一律である。

4　障害基礎年金を受給しているときは，国民年金保険料を納付することを要しない。

5　国民健康保険の保険料は，世帯所得にかかわらず，定額である。

問題 52　事例を読んで，Ｈさんに支給される社会保障給付として，最も適切なもの

を 1 つ選びなさい。

〔事　例〕

Ｈさん（45 歳）は，妻と中学生の子との 3人家族だったが，先日，妻が業務上の

事故によって死亡した。Ｈさんは，数年前に，持病のためそれまで勤めていた会社

を退職し，それ以来，無職，無収入のまま民間企業で働く妻の健康保険の被扶養者

になっていた。

1　国民年金法に基づく死亡一時金

2　厚生年金保険法に基づく遺族厚生年金

3　国民年金法に基づく遺族基礎年金

4　健康保険法に基づく埋葬料

5　労働者災害補償保険法に基づく傷病補償年金
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問題 53　労働保険に関する次の記述のうち，最も適切なものを 1 つ選びなさい。

1　労働者災害補償保険の療養補償給付を受ける場合，自己負担は原則 1割である。

2　労働者災害補償保険は，政府が管掌する。

3　日雇労働者は，雇用保険の適用除外とされている。

4　雇用保険の失業等給付の保険料は，その全額を事業主が負担する。

5　教育訓練給付は，雇用保険の被保険者ではなくなった者には支給されない。

問題 54　事例を読んで，障害者の所得保障制度に関する次の記述のうち，最も適切

なものを 1 つ選びなさい。

〔事　例〕

Ｊさんは，以前休日にオートバイを運転して行楽に出かける途中，誤ってガード

レールに衝突する自損事故を起こし，それが原因で，その時から障害基礎年金の 

1 級相当の障害者となった。現在は 30 歳で，自宅で電動車いすを利用して暮らし

ている。

1　Ｊさんの障害の原因となった事故が 17 歳の時のものである場合は，20 歳以降に

障害基礎年金を受給できるが，Ｊさんの所得によっては，その一部又は全部が停止

される可能性がある。

2　Ｊさんの障害の原因となった事故が 25 歳の時のものであった場合は，年金制度

への加入歴が定められた期間に満たないので，障害基礎年金を受給できない。

3　Ｊさんの障害の原因となった事故が雇用労働者であった時のものである場合は，

労働者災害補償保険の障害補償給付を受けられる。

4　Ｊさんに未成年の子がある場合は，Ｊさんは特別障害者手当を受給できる。

5　Ｊさんが障害の原因となった事故を起こした時に，健康保険の被保険者であった

場合は，給与の全額に相当する傷病手当金を継続して受給することができる。
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問題 55　老齢基礎年金に関する次の記述のうち，最も適切なものを 1 つ選びなさい。

1　老齢基礎年金は，受給者の選択により 55 歳から繰り上げ受給をすることができ

る。

2　老齢基礎年金は，保険料納付済期間が 25 年以上なければ，受給することができ

ない。

3　老齢基礎年金と老齢厚生年金は，どちらか一方しか受給することができない。

4　老齢基礎年金は，支給開始時に決められた額が死亡時まで変わらずに支給される。

5　老齢基礎年金の年金額の算定には，保険料免除を受けた期間の月数が反映される。


